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   In this paper, the authers were reported on the clinical effect of Sinomin, 5-methyl-
3-sulfanilamido-isoxazole, for infected diseases of urinary tracts. 
   A good effect was obtained all patients with cystitis and pyelitis or pyelonephritis 
 contai  ling 3 cases of urolithiasis, and all cases were not demonstrated on the any side 
effects.
泌尿器科 領域 では,細 菌感染が原因 となる疾
患 がおお く,ま たほ かの疾患 の治療 と経過 のな
かで,細 菌感染がおおきな影響 をお よぼ し,い
わゆる化学療法,抗 生物質療法 に期 待がおお き
い.
1935年に,GerhardDomagkが,プロン ト
ジルに,す ぐれ た抗ぶ どう球菌性のあることを
発見 し,っ い で,Tr6fouelsが,プロン トジ
ル の有効なのは,生 体内で還元 されてで きるパ
ラア ミノ ・ベンゼ ン スルフォンア ミドであ る
ことをみつけてよいサル ファ剤時代の出現 とな
つた.
これは,さ ら に 戦後われわれのもの となつ
た,抗 生物質 のはなぱな しい登場 とともに,尿
路感染 症の治療 をたやすいものとし,い ろんな
尿路 の大手術 を可能 にし,発 展 させ,先 人 の夢
にもお もわなかつた泌尿器科学発展の一翼 をに
な なうこととなつた のである.
しか し,サ ル ファ剤 というものは,妙 なもの
で,あ るひ とつ の薬物 が合成 され,出 現 してし
ば らくは葉効 を しめすが,数 年たつて くると,
なん とな く,ぎ かな くなるよ うな不満 を,わ た
くしたち臨床家は感 じている.こ の とき,塩 野
義製薬 で,MS-53と して,あ た らしいサ ルフ
ァ剤が合成 され,つ いで シ ノミンとして発売 さ
れ るようになつたので,こ の ことを歓 迎 しつつ







































































ブ ドー球 菌 シ ノ ミン19ず つ
連 鎖 球菌1日2回 ・












慢性膀胱炎 鱗 羅 繋灘 嘉劉擢轟
「
急性膀胱炎 尿澗濁,頻響 ・排尿痛がっよい.膀胱全面の発赤腫脹いちじるしい,
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膀 胱 炎 出血と排尿痛
やや
有効


























お り,頻 回 の腎孟 洗 濡,Mycillin投与 を お こなつ て
いた が,ま つた く軽 快 しない 例 に,1日29の シ ノ ミ
ン投 与で,膿 尿 はみ とめず,顕 鏡 的 に,な お,起 炎菌
を み とめ る ものの,症 状 の軽 快 はい ち じ る しい.
〔第3例 〕 佐藤30才 ♀
診断:両 側 腎孟 炎 ・炉 泡 性膀 胱 炎
経過:3年 前 よ り,尿 瀾 濁,尿 意頻 数,排 尿 痛 あ
り,膀 胱 鏡的 に膀 胱 底 部に 炉 泡性 炎 症つ よ く,レ 線 的
に,両 側 腎孟 像は 鈍 円 化を み とめ た が,シ ノ ミン19
ず つを,1日2回,7日 間 投与 し,か つ,多 量 の 水 を


















1.09ずつを1日2回,7日 間 投 与したところ,4日























とが判明した.膀胱は三角部左半部より底 部 にか け




















いたが,起炎菌は消失し,自覚症 状 も軽 快したもの
の,内尿道口のなかは変化は10日ではよくならなかっ
た.








新 サル フア剤 のシ ノ ミンを感染性尿路疾患お
よび感染性尿路疾患 のある患者 の手術前 に投与
して,い ずれ も著効ない しは,有 効な結果 をみ
た.
使用 した量 は,一 般的に1日29と し,こ れ
を12時間お き,1日2回 分服 とし,2～3の 例
におい てのみ,初 回量 を29と したが これ はど
くに,必 要はない.
また,重 症例 では,1日 量 を39に したが副
作 用はない し,効 果 は よかつ た.
10才の小児例 に,成 人量 とおな じ29を あた 、
えたが,も ちろん著効 を しめ したが,こ れ は,
1～1.5gmでょい
副作用 は,全 例 にお いて重つ た くみ とめな1蚕
つた・一般 に水分 を多量 に とるよ うに指導 し挺1
が,こ れは,、サ ルファ剤 の腎 にあたえる副 作用
を顧慮 してではな く,尿 路 の刺戟症状 の軽減誉
はかつての ことである.全 例 に シ ノミン服用の
ための塩類尿 はみ とめてない.
